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7
月
24
日
～
26
日
に
東
京
国
立
代
々
木
競
技
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
32
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
に
お
い
て
若
葉
小
学
校
４
年
の
松
田

涼
那
選
手
が
、
女
子
の
部
４
年
生
33
㎏
級
で
全
国
の

強
豪
を
相
手
に
接
戦
を
制
し
見
事
第
１
位
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
日
頃
、
最
後
ま
で
全
力
で
練
習
を
し
て
き
た
成

果
が
で
ま
し
た
」
と
コ
ー
チ
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
に
は
東
京
駒
沢
体
育
館
で
行
わ
れ
る

ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
と
の
こ

と
で
、
御
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

実験する生徒と指導する小宮山会長

優勝した松田選手

　

全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

選
手
権
大
会

 

若
葉
小
松
田
選
手
が
日
本
一
！

野辺地の省エネ・　
　創エネを学ぶ

プラチナエネルギースクール
　　　　　　　＠青森



のへじの教育　　　（2）毎月20日は 『ふれあい教育の日』

主
な
協
議
事
項

 

① 

教
育
行
政
の
大
綱
の
策
定

 

② 

教
育
の
条
件
整
備
な
ど

　
　

重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

 

③ 

児
童
・
生
徒
の
生
命
・

　
　

身
体
の
保
護
等
緊
急
の

　
　

場
合
に
講
ず
べ
き
措
置

総合教育会議を開催しました
　今年度より始まった「総合教育会議」は、町長、教育委員会が町の教育に
ついて幅広く話し合う会議です。

町 長 
教育長

意見聴取者 委 員 
委 員 

委 員 

教育委員長

総合教育会議

平成27年度 総合教育会議の会議内容
【第１回】
　日　時 ： 平成27年４月30日（木）　午前９時30分
　場　所 ： 野辺地町中央公民館　第１階研修室
　案　件 ： （１）野辺地町総合教育会議設置要綱（案）について
　　　　　　（２）野辺地町教育行政の大綱について
　出席者 ： 町長、教育委員長、教育委員３名、教育長、教育委員会職員５名

【第２回】
　日　時 ： 平成27年11月10日（火）　午後３時
　場　所 ： 野辺地町役場　議場
　報　告 ： （１）各校の現状と課題について
　　　　　　（２）中学生アンケートの結果について
　案　件 ： 野辺地町人財育成助成金交付要綱（案）について
　要　望 ： （１）平成28年度当初予算要求重点事項（教育委員会）について
　　　　　　（２）校長会要望事項について
　出席者 ： 町長、教育委員長、教育委員３名、教育長、町内学校長６名
　　　　　　スポーツ推進委員協議会長、教育委員会職員７名



　　　のへじの教育（3） 毎月20日は 『ふれあい教育の日』

イングリッシュデイ参加者と完成した英語のまちマップ

全国大会に出場する野辺地高校家庭クラブＪＲＣ活動の発表をする生徒

英会話塾の様子と英語版観光パンフレット

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ａ
Ｙ

英
語
で
楽
し
く
ま
ち
の

魅
力
発
信

　

11
月
21
日
、
町
内
の
観
光
地
巡
り

を
し
な
が
ら
英
語
で
ま
ち
を
紹
介
す

る
英
会
話
交
流
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

デ
イ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
学
生
と
町
の
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
ド
ー
ソ

ン
・
メ
リ
ッ
サ
ジ
ェ
ー
ン
を
始
め
と

す
る
８
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
ま
ち
の
観
光

地
ク
イ
ズ
や
英
語
の
ま
ち
マ
ッ
プ
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
テ
ー
マ
の
観
光
地
に
赴
き
ク

イ
ズ
の
答
え
を
探
す
と
と
も
に
、「
こ

こ
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
で
き
ま
す
！
」
と

い
っ
た
観
光
地
の
紹
介
を
英
語
で
挑

戦
し
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
に
活
躍
し

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
英
会

話
塾
＆
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
の
実
施

　

11
月
か
ら
２
月
ま
で
の
４
ヶ
月
間
、

町
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
も
う
１
人
や
っ
て
き

ま
し
た
。
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
町
内

の
児
童
生
徒
に
も
っ
と
英
語
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
英
会
話
塾
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
町
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
英
訳
を
し
ま
し

た
。

　

小
学
生
の
部
は
野
辺
地
小
・
若
葉

小
・
馬
門
小
の
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
英
単
語
を
学
ぶ
と

と
も
に
、「W

hat�study�on�this�
Sunday?

」「I�study�Japanese!

」

な
ど
、
英
会
話
の
学
習
と
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ワ
イ
ワ
イ
遊
び
な
が

ら
の
４
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
最

終
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
英
語
を

た
く
さ
ん
覚
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」「
来
年
も
や
り
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
数
多
く

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
は
毎
週
水
曜
と

土
曜
の
週
２
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
動
詞
の
活
用
形
や
英
単
語
、

学
校
の
授
業
の
予
習
復
習
や
テ

ス
ト
の
復
習
を
ゲ
ー
ム
も
交
え

て
学
習
し
ま
し
た
。

　

日
に
日
に
上
達
す
る
生
徒
の

様
子
を
見
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
参

加
し
た
生
徒
へ
「
こ
れ
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
い

野
辺
地
高
等
学
校 

家
庭
ク
ラ
ブ

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
発
表
大
会

最
優
秀
賞
受
賞
！
全
国
大
会
へ

　

野
辺
地
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
は
、
野

辺
地
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
や
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
め
じ
ゃ
ー
ず
）
の

考
案
、
絵
本
の
作
製
な
ど
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

コ
ン
ビ
ニ
と
の
共
同
商
品
開
発
で
、

『
ペ
ロ
っ
と
り
ん
ご
オ
ム
レ
ッ
ト
』

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
３
年
間
の
取
り
組
み
を
、

12
月
11
日
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ

た
、
第
63
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
高
等
学

校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
研
究
発
表
大
会

で
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
野
辺
地

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校

赤
十
字
奉
仕
団

　
活
動
研
究
会
に
参
加

　

10
月
13
日
、
野
辺
地
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
上
十
三

地
区
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
研
究
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
十
三
地
区
の
奉
仕
団
か
ら
約

２
０
０
名
が
出
席
し
、
地
元
奉
仕
団

の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
る
中
、
野

辺
地
西
高
等
学
校
が
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

１
年
間
の
活
動
や
先
輩
達
よ
り
受

け
つ
ぎ
継
続
し
て
き
た
活
動
に
つ
い

て
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
多
岐
に
わ
た

き
ま
す
が
、
英
語
は
皆
さ
ん
の
強
み

と
な
り
味
方
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

学
年
を
追
う
ご
と
に
習
う
英
語
は
難

し
く
な
り
ま
す
が
、
諦
め
な
い
で
勉

強
を
続
け
て
く
だ
さ
い
！
」
と
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

英
会
話
塾
と
同
時
に
進
め
ら
れ
た

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
英
訳
…
主
に

既
存
の
日
本
文
の
英
訳
で
し
た
が
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
で
児
童
生
徒

が
ま
ち
紹
介
を
し
た
際
の
内
容
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

図
書
館
や
ス
キ
ー
場
な
ど
町
内
の
施

設
に
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
沢

・
青
森
空
港
な
ど
、
海
外
旅
行
客
の

目
に
多
く
触
れ
る
施
設
へ
も
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
、
ま
ち
に
外
国
人
観
光
客
が

多
く
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
元

気
で
人
懐
こ
い
野
辺
地
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
大
人
の
皆
さ
ん
も

「Hello!

」
と
声
を
か
け
て
来
町
者

を
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。

町
を
メ
ジ
ャ
ー
に
」
と
題
し
て
発
表

し
、
み
ご
と
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
28
年
８
月
５
日

に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出

場
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

る
そ
の
内
容
に
「
大
変
頑
張
っ
て
い

る
ね
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
野
辺
地
西
高
等
学
校
祗

園
囃
子
保
存
部
に
よ
る
祗
園
囃
子
が

披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。



のへじの教育　　　（4）毎月20日は 『ふれあい教育の日』

タブレット操作を体験する先生方 エネルギーの実験をする参加生徒

学力向上指導員の取り組み

プ
ラ
チ
ナ
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
ス
ク
ー
ル
＠
青
森

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に

　
つ
い
て
考
え
、
学
ぶ

平成28年度から使用する社会科副読本

４
月
か
ら
学
校
や
各
種
団
体
の
行
事
予
定
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。http://w
w
w
.tow
n.noheji.aom

ori.jp

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
の
一
環
と
し
て
、

全
国
初
と
な
る
「
プ
ラ
チ
ナ
エ
ネ
ル

ギ
ー
ス
ク
ー
ル
＠
青
森
」
が
野
辺
地

中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
基
礎
的
な
知

識
・
学
力
の
習
得
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
、
7
月
28
日
に
第
1
日
目
と
し
て

実
習
・
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
2
日
目
と
な
る
9
月
19

日
に
は
各
家
庭
で
測
定
・
分
析
し
た

研
究
結
果
の
発
表
が
行
わ
れ
、
野
辺

学
力
向
上
指
導
員
を
配
置
し
ま
し
た

　
「
確
か
な
学
力
」
を
身
に
付
け
る

た
め
、
町
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
学

力
向
上
に
特
化
し
た
指
導
員
の
配
置

を
し
ま
し
た
。
元
校
長
だ
っ
た
新
渡

幹
夫
氏
が
指
導
員
と
な
り
、
定
期
的

に
学
校
訪
問
を
し
て
先
生
た
ち
の
授

業
を
観
察
し
、
児
童
・
生
徒
へ
の
指

導
方
法
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
教
材
研
究
の
指
導
に
よ
る
、
全

体
的
な
学
力
向
上
の
底
上
げ
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
27
年
度
の
主
な
取

り
組
み
と
し
て
、
野
辺
地
町
・
横
浜

町
合
同
授
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
教
員
を
対
象
と
し
た
講
演
会
及

小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事

が
完
了
し
ま
し
た

　

7
月
か
ら
工
事
を
行
っ
て
い
た
町

内
３
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
が
３

月
で
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
工
事
期
間
中
大

型
車
両
の
通
行
や
工
事
騒
音
・
振
動

等
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。�

併
せ
て
、
工
事
に
際
し
ま

し
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
員
研
修

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
の
体
験

　

教
育
の
情
報
化
の
推
進
の
一
環
と

し
て
、
町
内
の
小
中
学
校
の
教
職
員

へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
が
11
月
2
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
お
よ
び
野
辺
地
町
の

教
育
振
興
計
画
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
、
特
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
段
階

的
な
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

基
本
操
作
や
そ
れ
を
利
用
し
た
授
業

事
例
の
体
験
が
実
施
さ
れ
、
参
加
し

た
教
職
員
か
ら
は
「
考
え
の
共
有
で

利
用
で
き
る
」「『
見
せ
る
』
活
動
に

効
果
的
」「
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま

る
」
な
ど
、
実
際
の
授
業
で
の
利
用

に
関
し
て
多
く
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

小
学
校
社
会
科
副
読
本

�

　
３・４
年
生
用

「
わ
た
し
た
ち
の
野
辺
地
町
」

　

こ
の
度
、
平
成
28
年
度
か
ら
５
年

間
、
小
学
新
３
・
４
年
生
が
使
用
す

る
た
め
の
社
会
科
副
読
本
を
刊
行
し

ま
し
た
。

　

こ
の
副
読
本
は
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
ふ
る

さ
と
「
野
辺
地
町
」
を
子

ど
も
た
ち
に
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
、
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、

豊
か
な
心
を
養
い
、
野
辺

地
町
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
こ
と
を
願
い

作
成
し
ま
し
た
。

野
辺
地
町
学
童
ス
キ
ー

第
50
回
記
念
大
会
開
催

　

2
月
19
日
、
第
50
回
目
と
な
る
学

童
ス
キ
ー
大
会
が
、
馬
門
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
３
校
の
小
学
生
３
１
６
名
が

参
加
し
、
他
校
の
生
徒
と
競
い
合
い

な
が
ら
ス
キ
ー
学
習
の
交
歓
を
行
い

ま
し
た
。

　

節
目
の
記
念
大
会
と
な
っ
た
本
大

会
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ク
ロ
カ
ン

・
ア
ル
ペ
ン
両
競
技
と
も
け
が
人
も

な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

地
町
に
お
け
る
省
エ
ネ
に
つ
い
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
に
は
修
了
式
が
行
わ
れ
、

主
催
と
な
る
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
小
宮
山
会
長
か
ら
参
加
全

生
徒
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

び
実
践
発
表
で
は
、
教
材
研
究
な
ど

に
役
立
つ
内
容
と
し
て
関
心
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
に
は
「
家
で

の
勉
強
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
、
勉

強
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
中

学
生
を
対
象
と
し
、
数
学
と
英
語
の

教
科
に
つ
い
て
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

編
集
に
あ
た
ら
れ
た
各
小
学
校
の

委
員
の
方
々
を
は
じ
め
御
協
力
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
副
読
本
は
、
町
内
の
学
校
、

図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
の

関
係
機
関
に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。



　　　のへじの教育（5） 毎月20日は 『ふれあい教育の日』

絵本の読み聞かせを行う子ども司書日本代表に声援を送る観覧者

町キャラクター「じーの」から記念品を受け取る
園児の皆さん 「自分らしい生き方」について話し合う参加者たち

４
月
か
ら
学
校
や
各
種
団
体
の
行
事
予
定
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。http://w

w
w
.tow
n.noheji.aom

ori.jp

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ア
ジ
ア
予
選

　
　
柴
崎
岳
選
手
を
応
援

　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
に
選
ば
れ

た
、
野
辺
地
町
出
身
の
柴
崎
岳
選
手

を
町
を
挙
げ
て
応
援
し
よ
う
と
、
６

月
16
日
、
９
月
３
日
、
中
央
公
民
館

で
「
２
０
１
８
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ロ

シ
ア
・
ア
ジ
ア
２
次
予
選
」
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

６
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
戦
で
は
、

柴
崎
選
手
が
先
発
出
場
。
日
本
代
表

が
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
た
び
に
、
町
民

ら
約
１
０
０
人
が
歓
声
を
上
げ
、
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
柴

ふ
れ
あ
い
教
育

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
読
書
活
動
・

　
読
み
聞
か
せ
を
発
表
～

　

読
書
や
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
家

族
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、11
月
21
日
、中
央
公
民
館
で
「
第

６
回
ふ
れ
あ
い
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
毎
月
20
日
を
「
ふ
れ
あ

い
教
育
の
日
」「
家
族
ふ
れ
あ
い
読

書
デ
ー
」
に
制
定
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、家
読（
う

ち
ど
く
）
を
テ
ー
マ
と
し
た
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
や
子
ど
も
司
書
、

野
辺
地
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
に
よ
る
読

人
生
の
「
最
期
」
を
考
え
る

男
女
共
同
参
画

　
町
民
研
修
会
を
開
催

　
「
だ
れ
も
が
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
」
づ
く

り
に
む
け
て
、
12
月
９
日
、
中
央
公

民
館
で
町
民
研
修
会
を
開
催
し
、
約

70
人
の
参
加
者
が
「
終
活
」
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
弘
前
市
の
専
求
院

住
職
の
妻
で
上
級
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
村
井
麻
矢
氏
に
よ
る
と
、「
死

を
知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
、
生
前

の
思
い
を
記
す
こ
と
は
家
族
へ
の
愛

情
で
あ
る
」
と
終
活
の
大
切
さ
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
演
会
後
に
行
わ
れ

国
指
定
重
要
文
化
財

無
料
見
学

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
、「
板
状
立
脚
土
偶
」
と
「
赤

漆
塗
木
鉢
」
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る

無
料
開
放
が
、
５
月
10
日
か
ら
31
日
、

歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、「
板
状
立
脚
土
偶
」
が

約
８
か
月
に
わ
た
る
解
体
修
理
を
終

え
町
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
と
、「
赤

漆
塗
木
鉢
」
の
国
指
定
を
記
念
し
て

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

　

会
場
に
は
、
当
時
の
発
掘
の
様
子

小
・
中
学
校

大
会
派
遣
事
業
費
補
助
金

　

町
で
は
、
野
辺
地
町
在
住
の
小
学

生
又
は
中
学
生
で
構
成
す
る
団
体
の

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
平
成
27
年
度
よ
り
東
北
・
全

国
大
会
へ
の
補
助
事
業
（
選
手
２
分

の
１
・
監
督
・
引
率
全
額
補
助
）
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。
県
に
お
い
て

予
選
を
勝
ち
抜
き
県
の
代
表
・
選
抜

と
し
て
東
北
・
全
国
大
会
等
に
出
場

し
活
躍
し
た
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
後
の
選
手
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

（
全
国
大
会
）

　

野
辺
地
剣
友
会
選
手
２
名
、
野
辺

地
中
学
校
陸
上
部
（
駅
伝
含
む
）
選

手
５
名
、
野
辺
地
中
学
校
ス
キ
ー
部

選
手
９
名
、
野
辺
地
町
空
手
道
連
盟

（
中
学
生
）
選
手
９
名
、
野
辺
地
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
選
抜
選
手
１
名
、

若
葉
小
学
校
卓
球
部
選
手
１
名

（
東
北
大
会
）

　

野
辺
地
中
学
校
陸
上
部
（
駅
伝
含

む
）
選
手
９
名
、
野
辺
地
中
学
校
ス

キ
ー
部
選
手
14
名
、
野
辺
地
中
学
校

剣
道
部
選
手
８
名
、
野
辺
地
中
学
校

体
操
部
選
手
７
名
、
野
辺
地
柔
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
選
手
２
名
、
青
森
県

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
男
子
及
び
女
子

（
選
抜
）
選
手
12
名

み
聞
か
せ
、
八
戸
学
院
短
期
大
学
の

三
村
三
千
代
さ
ん
に
よ
る
読
書
講
演

会
な
ど
、
会
場
に
訪
れ
た
約
１
０
０

人
が
読
書
の
楽
し
さ
、
魅
力
に
触
れ

ま
し
た
。

崎
選
手
に
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し

た
。

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
「
こ
れ
か
ら

は
周
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
生
活
し
た
い
」
と
自
分
の
生
き
方

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

を
伝
え
る
パ
ネ
ル
や
資
料
、
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
園
児
が
カ
ラ
フ
ル

に
色
付
け
し
た
ぬ
り
え
な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。



のへじの教育　　　（6）毎月20日は 『ふれあい教育の日』

子ども会　入会募集

平成28年度へ向けた取り組み
　町では、急激な人口減少と少子高齢化が進行していることから、教育の面では“郷土をますます愛し育む「人財」を育てる”をキー

ワードに掲げて様々な方たちと話し合ってきました。

　そこで、人材育成のために町が助成金を交付します。

スポーツ少年団　団員募集

（スポーツは友達！みんなで少年団の仲間になろう）

少年団名 連絡先

ハンドボールスポーツ少年団 滝口　太　　64-2111（役場）

柔道スポーツ少年団 横浜信弥　　64-2225（野辺地中学校）

ジュニアバドミントンスポーツ少年団 滝澤完至　　64-2706

ミニバスケットボールスポーツ少年団 甲地潮吏　　64-2271（野辺地小学校）

剣道スポーツ少年団 木明裕二　　64-7555

文化少年団　団員募集
■対　　象　小学生・中学生（版画・陶芸は小学校２年生から）
■活動期間　６月～ 12月
■活動場所　中央公民館（陶芸少年団は、愛宕コミセン）
■申し込み　５月27日（金）までに中央公民館（64－3054）
　　　　　　結団式は、６月４日（土）　午前９時30分から、行います。

少年団名 活動日・時間 活動費

子ども将棋少年団 第２・４日曜日
９：00～ 1,000円

料理少年団 第４土曜日
９：30～ 2,000円

茶道少年団 第２土曜日
９：00～ 2,000円

版画少年団 第２・４土曜日
13:00 ～ 2,000円

陶芸少年団 第１・３土曜日
13：00～ 2,000円

郷土カルタと百人一首を
楽しむ会

第２・４土曜日
13：00～ 1,000円

　※活動日・時間は変更になる場合もあります。

少年団名 連絡先

野球スポーツ少年団 野呂信幸　　64-2111（役場）

マラソンスポーツ少年団 若山弘一　　64-2774（若山燃料）

卓球スポーツ少年団 松尾節男　　64-1770（健康増進センター）

体操スポーツ少年団 酒田綾子　　64-4692

サッカークラブＵ-12スポーツ少年団 市ノ渡康之　090-2791-3154

■主な活動　①のへじ祇園まつり参加　②ラジオ体操
　　　　　　③各種お楽しみ会　　　　④サマー体験
■そ の 他　１）子ども会への入会は強制ではありません。
　　　　　　２）後日、学校を通して申込書が配布されます。
　　　　　　３�）住んでいる地区に子ども会がなく、入会を希望

される方は、町教育委員会（℡64－2111）へご
相談ください。

子ども会名 育成会代表者

下町一区子ども会 村木亜弓  　　　　64-2670

Ｄ５１（駅前）子ども会 木村正代  　　　　64-0575

城内子ども会 久保田えり子  　　64-5440

浜町子ども会 星川大輔  　　　　64-4359

新道子ども会 髙松美華　090-8424-4464

金沢町子ども会 甲斐稔信  　　　　64-7384

下袋町子ども会 中山直樹  　　　　64-9510

馬門子ども会 亀田尚武  　　　　64-4482

★学力向上支援事業
　町内にある県立野辺地高等学校と八戸学院野辺地西高等学校の２校に在籍する生徒から、国公立大学及び県立大学への入学者を

増すため、予備校が実施する短期間の講習に参加する費用を助成することで進学率の向上を図ります。

★競技スポーツ強化支援事業
　町内の小学校、中学校及び高等学校に在籍する個人及び団体を対象として、大会での上位入賞を支援することで、選手の育成と

競技力の向上を目指すことを目的とし、全国大会・東北大会に出場するための強化費を助成します。


